
各会議等の実施状況報告について 担当課 スポーツ・文化課 

１ 会議名称 ジュニアスポーツクラブ推進委員会 

２  開催日時  令和３年２月８日（月）   19 時 00 分～19 時 50 分 

３  開催場所  湖西市民活動センター 大会議室 

４  出 席 者  委員：16 人、事務局：２人 

  

５ 報告事項 ①今年度ジュニアスポーツクラブ活動の反省・成果について 

       ②硬式野球のジュニアスポーツクラブ化について 

       ③来年度ジュニアスポーツクラブの募集要項について 

６ 公開・非公開の別 公開（傍聴人なし） 

【報告事項】 

① 今年度ジュニアスポーツクラブ活動の反省・成果について 

委 員：野球鷲津会場は、新型コロナウイルスの関係で活動が遅かった。３年生に関しては

活動がほとんどできなかった。学校と部活動の空いている時間で練習を行ってい

た。基本をメインに、普段できていないバッティング練習を取り入れていた。 

委 員：野球湖西会場は、新型コロナウイルスの関係で６月からの活動となった。３年生は

活動開始後すぐに大会に入ってしまい、練習ができずかわいそうなことをした。し

かし、３年生３人とも高校でも野球を続けていきたいと意思表示をしている。１・

２年生は学校でできていないバッティング練習を中心に行った。来年度は新１年生

が入ると聞いているため、より実践的な練習を行っていきたい。 

 委 員：野球白須賀会場は、新型コロナウイルスの関係で６月からの活動だったが、３年生

は練習試合や中体連の大会合わせ２～３回しか行うことができなかった。現在は、

新型コロナウイルスの影響もなく、浜松の中学生とも練習試合等を組むことができ

ている。今後も練習試合等を組んでいきたい。 

 委 員：野球岡崎会場は、３年生がほとんど練習できずに終わってしまった。３年生引退後

１年生４名だけの活動となってしまったが、学校の先生と相談しマンツーマンのよ

うな体制で生徒に合った練習を行っている。 

委 員：ソフトテニスは６人の申し込みがあったが、新型コロナウイルスの関係で２人活動

を自粛したため４人で活動した。そのうち１人は高いポテンシャルを持っており、

学校での部活動としてやっていれば県大会に行ける実力を持っている。今後の成長

が楽しみである。また、特別支援学級の生徒の参加もあり、保護者様と連携を取り

ながら工夫をして練習を行っている。 

委 員：柔道は、今回新型コロナウイルスの関係で大会中止するだけでなく、練習まで制限

せざるを得ない状況があった。しかし、大会がない中でも練習に打ち込めていた。 

委 員：サッカーは、新型コロナウイルスの影響で浜名湖 CUP などの大会がほとんどつぶれ

てしまい残念だった。しかし、目標がない中でも練習に打ち込んでくれた。また、



３年生からは高校でもサッカーを続けたいとの声も聞けて嬉しく思っている。 

 委 員：陸上長距離・短距離は、中体連の大会が中止となり参加率が低下してしまい残念だ

った。大会等がなくとも、練習に参加してもらえるような雰囲気作りが今後の課題

である。 

 事務局：学校の先生方には、コロナ禍の中ジュニアスポーツクラブにご協力いただいた。代

替大会の開催もでき嬉しく思う。また、指導者の方々も、思うような練習はできな

かったと思うが、熱い思いでご指導いただき感謝申し上げる。 

 委 員：中体連が浜松・湖西のみとなってしまい、３年生の子どもたちには申し訳ないと思

う。しかし、最後の大会だけでも開催することができてよかった。指導者の方々に

は、大変な１年ではあったが、ご指導いただき感謝申し上げる。 

② 硬式野球のジュニアスポーツクラブ化について 

 事務局：令和３年度から、みんなのスポーツで行っていた「硬式野球」をジュニアスポーツ

クラブへ移行する。理由として、高校へ入学するまで野球の練習を継続したい等の

声が多く寄せられたためである。このようなことから、高校入学後硬式野球部への

入部を希望する中学３年生を対象に、更なる硬式野球の練習の場を提供する。 

 事務局：ジュニアスポーツクラブにすることで、学校との連携も取りやすくなる。子供たち

のためにも、指導者と学校と連携し対応をお願いする。 

 委 員：話は変わってしまうが、今後硬式野球以外にジュニアスポーツクラブを増やす予定

はあるのか。 

 事務局：今のところ増やす予定はない。 

③ 来年度ジュニアスポーツクラブの募集要項について 

 委 員：硬式野球の項目が募集要項にないが大丈夫か。 

事務局：硬式野球は後期からのため行わない。募集については、広報こさいへの掲載と指導

者の方々から要項をお配りいただき行う。 

 

 

 


